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主 要 判 決 紹 介 ・ 解 説
≪大阪地方裁判所≫

特許権侵害差止等請求事件
（「オゾンとの接触を抑制」を客観的に達成すれば充足であるが、引用発明は
「オゾンとの接触を抑制」する旨の記載がないことを理由に、進歩性〇）［上］（全２回）

−大阪地判令和４年（ワ）第3344号【高純度ＰＴＨ含有凍結乾燥製剤の製造方法】＜武宮裁判長＞、令和６年９月26日判決言渡−

【本件発明、対象方法、判旨抜粋、先行する仮処分決定の抜粋、若干の考察】

１．本件発明（製造方法）
『１Ａ：無菌注射剤の製造施設内における、ＰＴＨペプチド含有凍結乾燥製剤の製造方法であって、
１Ｂ：ＰＴＨペプチド含有溶液調製工程の開始から凍結乾燥手段への搬入工程終了の間の工程のうち、
少なくとも搬入工程を含む１以上のグレードＡの環境を有する工程において、
１Ｃ：ＰＴＨペプチド含有溶液と同無菌注射剤製造施設内空気に含まれる0.1ｐｐｍ以下のオゾンとの
接触を抑制することを特徴とする方法であって、
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